
城崎地域 モデル地区の取組み報告 
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人口             ３，５１９人 

世帯数          １，５３７軒        

独居高齢者数  ２４７人 

高齢化率             ３７．５％ 

最高５４．５％  最低１２．８％ 

城崎地区の概要 
 



城崎地域コミュニティ設立準備委員会 

平成27年6月9日 発足 

委員３３名 （内・約3割 女性） 

会 長  宮下 隆司 支援員  岸本 みち江 

行政側 城崎振興局長 新谷博志 他3名 
委員会で最も若い女性です 

グル－プ討議（ワークショップ等）の風景 

グループごとに意見発表 

会議前のアドバイザーと打合せ 

  ・会議の目標 

 ・会議内容の共有化 

交流会の様子 



城崎地区コミュニティ設立準備委員会
（城崎地域コミュニティ） 

組織構成面：ここがポイント 

  

 １．１町・１公民館・１小学校区（城崎の工夫が必要） 
   ブロックに分けて（１～６部）役員選出    
  
 ２．公募を意識し団体（１４団体）のあて職だけでなく、会長推薦で“準公募”も行う。  
   ※｢参画と協働｣団体は委員の一部を公募し構成する 
 
 ３．男女共同参画▽全委員に占める女性比率を意識した組織 
 

   ◎ 女性や若者を委員に入れ、幅広い年齢層からの意見を求める。 
      将来に渡ってコミュニティの実現！！ 
 
  

城崎の特徴
です！！ 



城崎地域コミュニティ設立準備委員会 
 会  議  開催日 時 間 主  な  内  容 

第  1  回  6 月 9 日 19:30～21：00 ・ 新しい地域コミュニティの説明 
・ 設立準備委員会の規約 ・役員の選出      

第  2  回  7 月23日 19:30～21：00 ・ グル－プ討議（5班）での自己紹介（話しやすい雰囲気づくり） 

第 3  回  9 月  4日 19:00～21：00 ・ 健康ポイントの講話（健康まちづくり推進室） 
・ 第2回のグル－プ討議の継続 

第 4  回 10月  2日 19:00～21：00 ・ 浅見アドバイザ－によるワ－クショップ 
・ 地域づくりの進め方 （城崎地域の良いところ、悪いところ） ・ 組織づくり手順  

第  5  回 11月11日 19:00～21：00 ・ 浅見アドバイザ－によるワ－クショップ 
・ ５つの課題（Ｕタ－ン・助け合いの推進・特産品・子供たちに何を伝えるか・役員のなり手） 
  を第４回で出た地域資源を活用して解決にむけて討議 

第  6  回 12月14日 19:00～21：00 ・ 前回と同じ課題から１つ選び具体的解決に向けてのアイデア抽出 
・ 次年度の委員選出について 
・ コミュニティ支援制度の創設について 
・ コミュニティ組織について 

第  ７ 回   1月27日 19:00～21：00 ・ テーマ別実習（コミュニティと女性視点・地区連携を進める工夫） 
・ 委員交流会  



 出前講座 風景 

町内会の３役だけの場合もあ
ります 

今は、伝えることが大切と思い
出向いています 

活動者の実践的な取組みを紹介しています！！ 
クリーン作戦のあと 
 

女性が多いサロン会 
 

紙芝居を使い説明中 

特徴的な取組み 

出前講座テキスト 

役員会 



出前講座 終了地区（１５地区） 
 町 内 名 開催日 場   所 参加者 人数 説明時間 

 南上町内会  5 月25日   まえの旅館   11人      25分 

 大谷町内会  6 月  7日   大谷町会館   28人      30分 

 元薬師町内会  6 月11日   元薬師会館   20人      30分 

 柳町内会  6 月24日   すけ六   14人      20分 

 来日町内会  7 月25日   来日集会所   40人      20分 

 楽々浦町内会 10月19日   楽々浦会館    5人      40分 

 簸磯町内会 10月23日   簸磯集会所   20人      40分 

 今津 11月17日   今津会館   31人      40分 

 駅前 11月17日   玄武旅館   17人      30分 

 弁天 11月17日   水本様宅   13人      30分 

 南松ヶ崎 12月21日   やなぎ荘   12人      40分 

 旭桃山サロン会 12月21日   城崎地区公民館   20人      30分 

 元   1月12日   まつや旅館   21人      30分 

 宮本   1月20日   古まん旅館   18人      30分 

 桃島   1月24日   桃島公民館   25人      30分 

合計 
２９５人 
に説明 



城崎小学校 児童数の推移 

小中学生出前講座風景 

中学校は・・・ 

最高 昭和37年 

４２４名 

現在 ８１名 

昭和３４年 

最高８２４名 現在 

１３６名 



① 「おはよう」「こんにちは」「こんばんは」などのあいさつをしていこう 

② 志賀直哉の「城崎にて」は是非 読んでもらいたい 

③ 自分が住んでいる地域の良いところを発見してほしい 

④ 「ふるさと」がある自分に、誇りをもってほしい 

⑤ １人ではできないことも、大勢ですると大きな力になることを知ってほしい 

⑥ 地域の活動や行事に積極的に参加して、色々な人と交流してほしい 

⑦ 大学などで首都圏に出ても、帰ってきて地元を盛り上げてほしい 

子供たちへの７つのお願い！！ 



準備委員会 通信の発行 
「ＫＩＮＯコミュ通信」 

２ヶ月に1回 

全家庭に配布 



前回「あみっちゃん」のときはNHKｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞに連絡しました 

ＫＩＮＯコミュ通信第２号 

ＫＩＮＯコミュ通信第１号 

ＫＩＮＯコミュ通信第４号 

ＫＩＮＯコミュ通信第３号 

ＫＩＮＯコミュ通信第５号 



コミュニティの基本は 
 地域の人々が、助け合いながら
健康で楽しく過ごせること！！ 

健康 

健康であれば、人の助けができる 

 城崎地域では，まず 



One ｆｏｒ ａｌｌ、ａｌｌ ｆｏｒ one              

 （一人はみんなのために、みんなは一人のために） 

今、人気のラクビ－の協会キャッチフレ－ズです 

正式種目は選手は１５人ですが、オリンピックでは選手は７人!! 

同じフィ－ルド面積で、選手数が減っても「プレイ」ができる   

何かコミュニティも この言葉どおりのような気がします 

自分たちの地域は自分たちで守る！！ 



  平成２８年１２月を目標として、城崎地域コミュニティ組織を立上げを 

・町内会への説明会を継続し、人材の発掘（共通意識を持つ人を探す） 

・各種団体（１４団体）への説明、及び意見交換 

・地区公民館事業の仕分け 

・地区役員だけではなく、老人会、子供会等との意見交換 

・小学４年生以上の全世帯アンケ－トの実施 

・福祉・防災など、関係機関との連携の強化 



設立準備委員会の会長・委員をはじめ、職員という
議論ができる仲間がいます。これが大きな助けです 

 
最後にひとこと 

先発地区の良いところを取り入れて進める 

城崎地区の独自性は徐々に！！ 
 

先発地区への研修、ご指導よろしくお願いします 

ご清聴ありがとうございました 


